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令和７年度野田市自立支援・障がい者差別解消支援地域協議会 第３

回子ども部会（専門部会）の会議結果（概要）は、次のとおりである。 

 

１ 開会 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 
小林部会長 

 

 令和８年３月４日午前１０時、開会した。事務局から子ども部会の成

立及び傍聴者が１人いることを報告する。 

 また、会議録作成のため、録音機を使用することの了承を得た。 

 

 以降、次第に基づき進行。 

 

２ 議題 

【議題１ ライフサポートファイルについて】 

 ライフサポートファイルの周知について、関係機関から意見を聴く。 
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障がいのある子どもだけでなく、日頃の子育てに活用できるものと考

えている。 

 

後々、ライフサポートファイルを記載しておけばよかったと思って

も、保護者は子どもに障がいや特性があることにショックを受けるの

で、記載できない保護者もいると思われる。障がい受容ができた頃には、

当時の子どもの状況についての記憶は薄れ、記載できないことも考えら

れる。 

 

 保護者の障がい受容のこともあり、ライフサポートファイルの記載を

保護者に勧めるタイミングを見極める必要がある。 

 

 教育委員会で就学前相談を実施しているので、その際にライフサポー

トファイルを活用できると考えている。 

 

 他県でライフサポートファイルが活用されている事例を聞いたことが

あるので、参考にしてもらいたい。 

 

 ライフサポートファイルについてアンケートを実施する案もあった

が、関係機関が実施しているアンケートと一緒に実施することについて

は、目的や趣旨が異なるため難しいのではないか。 

 ライフサポートファイルについてアンケートを実施するのあれば、何

について聞きたいのか目的を明確にする必要がある。 

 

 ライフサポートファイルが周知されていない状況もあるので、アンケ

ートを実施するよりもまずは広く配布することから始めてもよいので

はないか。 

 

 ライフサポートファイルが周知され、記載する保護者が増えてきたと

きに保育園や学校、事業所等の職員に知識がなければ、活用につながら

ない。併せて、現場の職員についての周知や理解についても検討してい

く必要がある。 

 

 周知する際、ライフサポートファイルの目的を明確にして配布したほ

うがよいのではないか。広く配布した後で、保護者がライフサポートフ

ァイルの目的を知ったときにどう思うか。 

 

 将来的に必要になる可能性があることを考えると、引きこもりの子ど

もを持つ保護者等からの相談時に「後々、役に立つこともある」と勧め

ることができると考えている。 

 困っていることがあって相談につながった保護者には、関係機関が支

援すると寄り添いながら、今後、必要になる可能性があることも考えて

ライフサポートファイルの記入に協力してもらうことは可能なのでは
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ないかと考える。 

 

 この場で早急に結論を出すのではなく、必要な人にライフサポートフ

ァイルが渡るよう引き続き検討していきたい。 

 ライフサポートファイルについて、他県他市の状況や活用されている

事例があったら、資料として事務局に用意してもらいたい。 

 

【議題２ 次年度の検討内容について】 

 子ども部会で、今後どのようなことを検討していくか模索していく必

要がある。 

Ｑ-ＳＡＣＣＳ（キューサックス）という「発達障がいのある子ども

と家族を支援するための地域支援体制づくり」という地域診断を行うツ

ールがある。発達障がいのある子どもが対象とされているが、子どもを

対象とした地域の取り組みがどこまで整っているかを検討できるもの。

子ども家庭庁職員（出向職員）の協力が得られそうなので、異論がなけ

れば実施していきたいが、よろしいか。 

 

 －異論なし－ 

 

 異論がないため、今度の子ども部会で実施していく。 

 

【議題３ その他について】 

 委員の皆様より、意見等はあるか。 

 

－特になし－ 

 

 次年度は、新たに委員を委嘱する年度となるため、新たに委嘱された

委員の皆様に通知文により、開催日時を案内する。 

 

 以上で、令和７年度野田市自立支援・障がい者差別解消支援地域協議

会 第３回子ども部会を終了する。 

 

 午前１１時３０分閉会 

 

 


